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１．内　　容：デザインに関する未発表の論
文，研究報告等。

２．投稿資格：本会会員
３．採　　択：採否及び掲載号については編

集委員会が決定する。ただし，
原則として，同一会員の論文
を１年以内に２度掲載するこ
とはしない。

４．査　　読：学術論文については，編集委
員会が査読者２名に依頼する。
査読結果は編集委員会が本人
に通知する。結果は，A無
条件採用，B条件付採用，C
不採用とする。

５．執筆要領：別に定める。
６．提出期限：基本的には随時。ただし，学

術論文は，査読のため，５月
春号掲載希望は，１月15日，
11月秋号掲載希望は，６月30
日を締め切りとする。
学術論文以外は，これは投稿

予告の期限で，実際の投稿期
限は，それぞれ３月31日，８
月31日とする。

７．提 出 先：意匠学会編集委員会

付記（著作権について）
・本学会誌に掲載された論文の著作権およ
び編集出版権は本学会に帰属するものと
する。
　たとえば論文集または電子データの形で
出版（複製・頒布および公衆送信）する
権利，またデジタル・アーカイヴ化等の
権利である。
・ただし著者本人が利用する場合には制約
を受けない。
・本学会は，執筆者の所属機関においてな
される本誌に掲載された論文の電子的な
応用（所属機関のリポジトリでの公開）
を妨げない。

　なお以上の規程は，平成27年７月25日より
発効する。

「デザイン理論」投稿宛先（編集事務局）
	 意匠学会『デザイン理論』編集委員会（投稿票を添付のこと）
	 〒690‒8504
	 島根県松江市西川津町1060
	 島根大学法文学部　伊集院研究室気付
	 TEL	 ：0852‒32‒6213
	 e-mail	：design.riron@gmail.com
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１．原　　稿
・原稿は，ワープロあるいはパソコン・ソ
フトで作成することが望ましい。
・Ａ４大の用紙に１行42字，１頁32行程度
で作成すること。
・学術論文の場合は，Ａ４サイズのレイア
ウト見本４部同封して編集委員会宛に投
稿すること。（テキスト・データ，図表
版下あるいは図表データは査読を経て掲
載が決まった段階で，最終原稿として最
終的なレイアウト見本とともに編集委員
会宛に郵送する。）
・研究報告の場合は，テキストおよび図表
データとＡ４サイズのレイアウト見本を
郵送する。
・書評，図書紹介，発表要旨については，
テキストおよび図表データとＡ４サイズ
のレイアウト見本を編集事務局に郵送す
るか，あるいは編集担当者に電子メール
に添付して送付する。
・学術論文，研究報告，等の本文データの
ファイル形式はプレーン・テキストか
ワードに限る。
・学術論文，研究報告，等の図表をデータ
で提出する場合，ファイル形式は JPEG，
TIFF 等の一般的なものとし，解像度，
画像サイズ等を適切に設定すること。ま
たその場合も必ずデータのプリントアウ
トを添付すること。
・原稿用紙を使用する場合は，本文は400
字詰横書き原稿用紙を使用し，レイアウ
ト見本を付す。
・投稿に際しては，原稿のコピーを手許に
保存すること。

２．原稿の分量
・学術論文と研究報告の場合は，本文，図

版，図表，注等をすべて含めて，刷り上
りで，14頁以内。（400字詰原稿用紙で約
45枚）
・書評の場合は，刷り上りで２頁，４頁，
６頁等偶数頁に収まることが望ましい。
・図書紹介及び発表要旨の場合は，刷り上
りで２頁に収めること。

３．原稿の構成
・学術論文と研究報告の場合は，本文（図
版，図表，注を含む）とは別に欧文要旨
（原則として英文）を添付すること。
・本文第１頁に，表題，著者名，キーワー
ド，目次を付すこと。
・欧文要旨は，刷り上り１頁とする。語数
は約200語。当該言語を母国語とする人
による校閲を得ておくこと。
・キーワード（和文と英文）は，それぞれ
５語以内とする。

４．図・表のレイアウトなど
・図版はモノクロームとし，位置の指定，
大きさ，レイアウト，必要なトリミング
などはすべて執筆者が行うこと。
・図版などの著作権の問題があると思われ
る場合は，執筆者自身が事前に許可を
とっておくこと。
・当学会は，著作権についての責任は負わ
ない。

付記
・学術論文は，口頭発表を経てから投稿さ
れることを原則とする。
・口頭発表を経た投稿者は発表した例会ま
たは大会について，投稿票の所定の欄に
以下のように記入すること。
第●●●回研究例会／大会
場所：●●大学
年月日：20●●年●月●日
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編集後記

　「デザイン理論」67号をお届けします。今
回も多くの方のお力により，こうして研究成
果が発表できますことをお礼申し上げます。
さて，65号の編集後記でご報告しましたよう
に，「デザイン理論」の電子ジャーナル化が
進んでおります。以下のメールアドレスで見
ることができます。
http://ir.library.osaka-u.ac.jp/web/JJSD/	
index.html
　電子化された論文にはテキストデータが埋
め込まれています。これにより「デザイン理
論」に掲載された論文が検索でヒットする確
率が高まります。このことは，意匠学会のこ
れまでの研究成果が，デザイン研究，意匠学
だけでなく，広く他の研究分野にも貢献する
ものとなったことを意味します。
　電子化にあたりましては，大阪大学附属図
書館の坂本祐一様，小笠原静華様，西森哲也
様には電子ジャーナルについて多くのことを
教えいただき，また，紙媒体の論文の電子化
とホームページの作成をしていただきました。
北斗プリント社の西川大祐様，松本明様には
最近の数年分のデザイン理論の電子化をして
いただきました。論文のインターネット公開
における著作権の考え方につきましては，島
根大学大学院法務研究科の桑野英一郎先生に
ご教示いただきました。古い「デザイン理
論」を集めるのには，多くの会員から貴重な
冊子をご提供していただきました。
　このように多くの人のご協力のもと，これ
までの研究成果が閲覧できるようになりまし
た。厚くお礼申し上げます。そして，今後と
も我々の活動をお導き下さい。どうぞよろし
くお願いします。
� （伊集院敬行）

	 編集委員（査読者を含む）

	 	 �伊集院敬行（委員長），三木順子（副委
員長），伊東徹夫，竹内幸絵，多田羅景
太，塚田耕一，廣田孝，籔亨，山形政昭，
山口良臣

	 査読者（敬称略）

	 	 �上羽陽子，緒方康二，川上比奈子，佐藤
敬二，佐藤博一，新居理恵，吉村典子
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